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そ
の
朝
が
気
持
ち
よ
く
澄
ん
だ
天
気
だ
っ
た
せ
い
か
、
そ
れ
と
も
新
幹
線
の
中
で
少

し
真
面
目
に
読
書
し
よ
う
と
思
っ
た
た
め
か
、
鞄
の
中
に
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
『
ド
ガ
・
ダ

ン
ス
・
デ
ッ
サ
ン
』
と
い
う
本
を
い
れ
た
。
新
訳
が
出
た
こ
と
を
聞
い
て
い
た
た
め
か

も
し
れ
な
い
。
印
象
派
の
画
家
ド
ガ
に
つ
い
て
詩
人
が
思
索
し
た
本
だ
。
ぼ
く
の
世
代

で
は
、
吉
田
健
一
訳
（
『
ド
ガ
に
就
て
』
）
で
読
ん
で
い
た
も
の
で
あ
る
。
ず
い
ぶ
ん
感

激
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

そ
の
訳
本
に
よ
っ
て
デ
ッ
サ
ン
に
興
味
を
も
っ
た
の
だ
と
も
思
う
。
興
味
と
い
っ
て

も
、
デ
ッ
サ
ン
に
つ
い
て
考
え
を
め
ぐ
ら
し
て
き
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で

も
職
業
柄
、
多
く
の
デ
ッ
サ
ン
を
見
て
き
て
、
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
。
実
際
に
自

分
で
も
と
思
い
、
ゴ
ッ
ホ
も
使
っ
た
と
い
う
モ
レ
ス
キ
ン
の
手
帳
を
何
冊
も
買
い
、
そ

こ
に
拙
い
線
を
引
き
も
し
た
。
普
通
に
は
デ
ッ
サ
ン
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
代
物
で
は
な

い
が
、
そ
れ
で
も
、
線
を
引
く
こ
と
が
大
き
な
魅
力
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
こ
と
も
少
し

は
わ
か
っ
て
き
た
の
だ
。

　

デ
ッ
サ
ン
と
い
う
仏
語
は
、
素
描
と
い
っ
た
技
術
的
な
意
味
だ
け
で
な
く
、
意
図
や

構
想
と
い
っ
た
意
味
も
あ
る
。
も
と
も
と
は
、
伊
語
の
デ
ィ
ゼ
ー
ニ
ョ
か
ら
き
て
い
て
、

昔
は
意
図
と
い
う
意
味
を
現
在
よ
り
強
く
も
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
デ
ッ
サ
ン
を
英

語
に
し
た
の
が
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
だ
が
、
英
語
か
ら
は
デ
ッ
サ
ン
の
も
つ
概
念
性
は
な
く

な
っ
て
、
絵
画
の
技
術
的
な
意
味
合
い
だ
け
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
デ
ッ
サ
ン
は

ド
ロ
ー
イ
ン
グ
で
な
く
、
昔
の
概
念
が
近
代
化
さ
れ
新
し
い
意
味
合
い
を
も
つ
よ
う
に

な
っ
た
デ
ッ
サ
ン
で
あ
る
。
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
ド
ガ
・
デ
ッ
サ
ン
も
そ
の
こ
と
を
書
い
て

い
る
の
だ
。

　

文
章
の
方
向
が
美
術
史
の
講
義
の
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
書
き
た
い
の
は

そ
う
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
と
も
か
く
、
鞄
の
中
か
ら
取
り
出
し
た
ヴ
ァ
レ
リ
ー
を
車

中
で
ペ
ラ
ペ
ラ
め
く
り
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
デ
ッ
サ
ン
の
も
つ
力
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
力
が
美
術
の
領
域
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
ぼ
く
た
ち
人
間
の

考
え
る
と
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
書

い
て
み
た
か
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
と
、
40
周
年
を
迎
え
た
精
華
の
こ
れ
か

ら
と
が
、
ど
こ
か
で
リ
ン
ク
す
る
だ
ろ
う
と
感
じ
た
こ
と
も
あ
る
。

　

ヴ
ァ
レ
リ
ー
は
ド
ガ
に
、
こ
ん
な
言
葉
を
語
ら
せ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
一
節
で
あ
る
。

「
デ
ッ
サ
ン
は
フ
ォ
ル
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ッ
サ
ン
と
は
フ
ォ
ル
ム
の
見
方
で
す
。
」

　

い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
可
能
な
言
葉
だ
が
、
美
術
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
デ
ッ
サ
ン
と
は
、

ヴ
ァ
レ
リ
ー
も
説
明
す
る
よ
う
に
、
模
写
の
よ
う
な
正
確
な
物
の
か
た
ち
の
写
し
で
は

な
く
画
家
独
自
の
物
の
見
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ド
ガ
の
言
葉
に
は
、

美
術
を
超
え
た
こ
と
を
考
え
て
も
よ
い
、
と
思
わ
さ
れ
る
深
さ
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
ヴ

ァ
レ
リ
ー
も
次
の
よ
う
に
書
く
の
だ
ろ
う
。

「
デ
ッ
サ
ン
は
精
神
の
経
験
し
得
る
最
大
の
魅
惑
で
あ
る
、
と
も
言
え
る
。
」
（
吉
田
健
一
訳
）

　

つ
ま
り
、
精
神
と
い
う
大
き
な
次
元
で
デ
ッ
サ
ン
を
み
る
こ
と
で
あ
る
。
デ
ッ
サ
ン

と
は
、
私
が
物
や
人
を
通
し
て
世
界
を
ど
の
よ
う
に
発
見
し
て
い
く
か
の
過
程
を
か
た

ち
に
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
「
私
」
を
発
見
す
る
過
程
で
も
あ

る
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
に
理
屈
っ
ぽ
く
書
か
な
く
て
も
、
す
ぐ
れ
た
美
術
家
た
ち
の
デ
ッ

サ
ン
を
し
っ
か
り
見
れ
ば
、
一
目
瞭
然
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
ぼ
く
は
ジ

ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
の
人
物
デ
ッ
サ
ン
で
教
え
ら
れ
た
の
だ
が
、
久
し
ぶ
り
に
ヴ
ァ
レ
リ
ー

を
読
ん
で
、
ド
ガ
を
も
う
一
度
見
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
も
う
一
度
デ
ッ

サ
ン
を
し
よ
う
と
も
。

　

と
も
か
く
、
ぼ
く
た
ち
は
も
う
少
し
デ
ッ
サ
ン
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

も
う
少
し
世
界
を
見
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
デ
ッ
サ
ン
す
る
た
め
に
は
あ
る

場
所
に
い
て
、
あ
る
物
に
向
か
い
合
う
必
要
が
あ
る
。
時
間
が
か
か
る
の
だ
。
そ
れ
だ

け
で
、
す
で
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
目
を
動
か
す
、
息
を
す
る
、

耳
も
澄
ま
す
。
そ
し
て
、
手
を
動
か
す
。
白
い
紙
に
最
初
の
線
が
引
か
れ
る
。
そ
こ
か
ら
、

あ
る
い
は
、
そ
う
し
て
こ
そ
、
世
界
へ
の
旅
は
始
ま
る
と
思
う
の
だ
。
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２
０
０
９
年
度
４
月
、
人
文
学
部
�
学
�
は
、
�

�
学
�
は
、
�

は
、
�

つ
の
コ
ー
ス
か
ら
成
る
人
文
学
部
「
総
合
人
文
学
�
」

へ
と
改
組
さ
れ
る
。
従
来
の
学
問
領
域
に
と
ら
わ
れ

ず
、
実
社
会
と
関
わ
り
、
多
様
な
価
値
観
と
出
会
い

を
大
切
に
し
て
き
た
“
行
動
す
る
人
文
学
”
を
さ
ら

に
深
め
、
よ
り
実
践
的
に
、
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
。

１
年
次
で
基
礎
を
学
び
、

２
年
次
か
ら
コ
ー
ス
を
選
択

　

総
合
人
文
学
�
で
は
、
１
年
次
に
し
っ
か
り
と
し

１
年
次
に
し
っ
か
り
と
し

た
基
礎
を
学
び
、
大
学
４
年
間
の
土
台
を
築
く
。
２

年
次
か
ら
は
、
「
現
代
文
化
表
現
」
「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
日
本
・
ア
ジ
ア
文
化
」「
環
境
未
来
」「
現

代
社
会
と
人
間
」
の
�
コ
ー
ス
よ
り
、
自
分
の
興
味

や
個
性
に
合
っ
た
テ
ー
マ
を
探
究
で
き
る
コ
ー
ス
を

選
択
す
る
。

�
つ
の
コ
ー
ス
の
特
徴

　

「
現
代
文
化
表
現
コ
ー
ス
」
で
は
、
�
ッ
�
�
ル
�

「
現
代
文
化
表
現
コ
ー
ス
」
で
は
、
�
ッ
�
�
ル
�

ャ
ー
を
理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら
研
究
。
講
義
だ
け

で
は
な
く
、
制
作
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
�
な
ど
、
実
際

の
表
現
活
動
を
通
し
て
学
習
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

作
家
や
編
集
者
な
ど
の
�
ロ
を
招
い
た
授
業
も
展
開

す
る
予
定
。

　

「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」
で
は
、
英

「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
」
で
は
、
英

語
の
ス
キ
ル
ア
ッ
�
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
基

づ
い
た
異
文
化
理
解
を
目
指
す
。
英
語
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
養
う
た
め
に
、
世
界
各
国
へ
の

短
期
留
学
な
ど
�
現
場
で
学
ぶ
�
�
会
を
�
実
さ
せ
る
。

�
現
場
で
学
ぶ
�
�
会
を
�
実
さ
せ
る
。

現
場
で
学
ぶ
�
�
会
を
�
実
さ
せ
る
。

�
�
会
を
�
実
さ
せ
る
。

�
会
を
�
実
さ
せ
る
。

を
�
実
さ
せ
る
。

�
実
さ
せ
る
。

さ
せ
る
。。

ま
た
、
本
学
で
学
ぶ
留
学
生
の
生
活
や
学
習
を
日
本

人
学
生
が
サ
�
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
出
身
国
を
超
え

た
学
生
同
士
の
交
流
を
進
め
て
い
く
。

　

「
日
本
・
ア
ジ
ア
文
化
コ
ー
ス
」
は
、
�
�
の
�
史

「
日
本
・
ア
ジ
ア
文
化
コ
ー
ス
」
は
、
�
�
の
�
史

や
伝
統
文
化
を
探
り
つ
つ
、
日
本
や
ア
ジ
ア
の
�
史
、

宗
教
、
社
会
な
ど
へ
視
野
を
広
げ
て
い
く
。
そ
の
た

め
の
多
彩
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
、
国
内
外
へ
の

短
期
留
学
な
ど
の
体
験
学
習
の
場
も
豊
富
に
用
意
さ

れ
る
。

　

「
環
境
未
来
コ
ー
ス
」
で
は
、
自
然
環
境
問
�
は
も

「
環
境
未
来
コ
ー
ス
」
で
は
、
自
然
環
境
問
�
は
も

ち
ろ
ん
、
�
市
や
農
山
漁
村
の
現
状
、
企
業
や
産
業

界
の
あ
り
方
な
ど
、
環
境
問
�
を
広
い
意
味
で
と
ら

え
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
道
を
探
求
。
企
業
や
地

域
社
会
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
、
社
会
で

幅
広
く
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
。

　

「
現
代
社
会
と
人
間
コ
ー
ス
」
は
、
現
代
社
会
が
�

「
現
代
社
会
と
人
間
コ
ー
ス
」
は
、
現
代
社
会
が
�

え
る
諸
問
�
と
人
間
の
関
係
を
、
心
理
、
身
体
、
教
育
、

福
祉
な
ど
幅
広
い
ア
�
ロ
ー
�
で
読
み
解
き
、
解
決

策
を
模
索
。
実
践
的
な
学
び
を
通
じ
て
、
社
会
に
提

言
す
る
力
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
。

体
験
・
表
現
を
重
視
す
る
�
ロ
グ
ラ
ム

　

総
合
人
文
学
�
で
は
、
現
在
の
人
文
学
部
�
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
さ
ら
に
洗
練
さ
せ
、
「
海
外
・
国
内
フ
ィ
ー

ル
ド
�
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「
�
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」
、「
表

現
技
法
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
�
�
目
」
な
ど
、
学
生
が

体
験
的
に
学
び
、
表
現
す
る
こ
と
を
通
じ
て
成
長
し

て
い
け
る
�
ロ
グ
ラ
ム
に
再
編
。
思
考
と
知
識
を
実

践
的
に
進
化
さ
せ
る
�
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
す
る
。

　

２
年
進
�
時
に
選
択
し
た
コ
ー
ス
�
外
か
ら
も
授

２
年
進
�
時
に
選
択
し
た
コ
ー
ス
�
外
か
ら
も
授

業
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
、
人
文
学
部
の
学
び
の

自
由
度
は
さ
ら
に
高
く
な
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点

を
確
か
な
も
の
と
し
、
自
分
の
テ
ー
マ
を
表
現
す
る

こ
と
で
成
長
で
き
る
�
ロ
グ
ラ
ム
に
進
化
す
る
。

　

学
問
の
�
や
領
域
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
や
国
境

学
問
の
�
や
領
域
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
や
国
境

も
越
え
、
人
間
や
社
会
に
つ
い
て
、
自
ら
の
興
味
や

問
�
意
識
に
基
づ
い
て
学
ぶ
総
合
人
文
学
�
。
独
自

の
視
点
で
問
�
を
突
き
詰
め
果
敢
に
表
現
す
る
、
実

社
会
で
通
用
す
る
行
動
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
て
い
る
。

N E W S

2
0
0
9
年
4
月
、
人
文
学
部
改
組

文
化
表
現
・
社
会
メ
デ
ィ
ア
・
環
境
社
会
の
�
学
�
か
ら
、
�
つ
の
コ
ー
ス
か
ら
成
る
「
総
合
人
文
学
�
」
へ
拡
�
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�
�
国
際
デ
�
イ
ン
会
�
「

�
�
国
際
デ
�
イ
ン
会
�
「
Ｃク

ム

ル

ス

ｕ
ｍ
ｕ
ｌ
ｕ
ｓ 

Ｋ

ｙ
ｏ
ｔ
ｏ 

２
０
０
８
」
が
�
月
28
日
か
ら
31
日
に
か

け
て
開
催
さ
れ
た
。
ク
ム
ル
ス
と
は
、
世
界
40
ヶ
国

１
２
４
校
の
加
盟
校
を
も
つ
世
界
最
大
規
模
の
芸
術

系
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
。
毎
年
各
国
で
会
�
が
開

か
れ
て
お
り
、
今
回
の
�
�
会
�
は
�
�
精
華
大
学

が
ア
ジ
ア
初
の
事
務
局
校
を
務
め
た
。
日
本
・
�
�

で
の
開
催
に
ち
な
み
「
空
［
Ｃ
Ｕ
：
］
デ
�
イ
ン
：

ゼ
ロ
か
ら
の
再
構
築
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
本
学
キ
ャ

ン
パ
ス
内
や
国
立
�
�
国
際
会
館
、
�
�
国
際
マ
ン

ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
海
外

か
ら
は
卓
越
し
た
デ
�
イ
ン
教
育
・
研
究
�
関
の
関

係
者
な
ど
が
２
�
０
名
余
り
参
加
し
、
国
内
か
ら
も

４
０
０
名
�
上
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。

　

28
日
の
「
国
際
デ
�
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、

ク
ム
ル
ス
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ゲ
ル
ラ
ン
会
長
が
、

「
�
�
デ
�
イ
ン
宣
言
」
を
採
択
。
人
間
性
あ
る
持
続

可
能
な
世
界
に
貢
献
す
る
デ
�
イ
ン
の
役
割
を
確
認

し
た
。
こ
の
宣
言
文
に
は
、
�
�
�
定
書
が
結
ば
れ

た
�
市
、
�
�
で
の
開
催
を
記
念
す
る
意
味
も
込
め

ら
れ
て
い
た
。

　

同
日
に
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、
武
者
小
路
千
家
第

十
四
代
家
元
の
千
宗
�
�
、
グ
ッ
ド
デ
�
イ
ン
�
�

の
千
宗
�
�
、
グ
ッ
ド
デ
�
イ
ン
�
�

千
宗
�
�
、
グ
ッ
ド
デ
�
イ
ン
�
�

�
、
グ
ッ
ド
デ
�
イ
ン
�
�

、
グ
ッ
ド
デ
�
イ
ン
�
�

選
定
制
度
（
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
）
の
創
設
者
で
あ
る
平

野
拓
夫
�
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
�
イ
ナ
ー
の
原
研
哉

�
、
デ
�
イ
ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
川
崎
和
男
�
の
各

�
が
今
テ
ー
マ
『
空
』
の
概
念
に
触
れ
、
日
本
の
デ

�
イ
ン
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
デ
�
イ
ン
の
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

開
催
期
間
中
は
、
各
校
の
展
示
ブ
ー
ス
を
設
置
し

た
り
、
大
学
教
育
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
っ
た
り
と
、

日
本
と
海
外
の
美
術
デ
�
イ
ン
系
大
学
と
の
交
流
が

積
極
的
に
も
た
れ
た
。
ま
た
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
意
欲
的
な
活
動
が
目
立
つ
な
ど
、
有
意
義
な
会
�

と
な
っ
た
。

　

１
９
�
８
年
の
大
学
創
立
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

１
９
�
８
年
の
大
学
創
立
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

「
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ア
ワ
ー
講
演
会
」
。
各
界
の
第
一
線

で
活
躍
す
る
方
を
講
師
に
迎
え
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

の
テ
ー
マ
で
開
催
し
、
好
評
を
博
し
て
い
る
。

２
０
０
８
年
前
期
も
豪
華
ゲ
ス
ト
が
続
々
と
登
場
し
、

在
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
方
か
ら
も
好
評
を
博

し
て
い
る
。

�
月
15
日　

石
内 

�
�　

写
真
家

　

母
の
遺
�
を
撮

影
し
た
シ
リ
ー
ズ

「M
o
t
h
e
r
'
s

」
を

２
０
０
�
年
ヴ
ェ

ネ
�
ア
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
日
本
館
代
表

と
し
て
発
表
し
た
石
内
�
�
。
彼
女
は
「
痕
跡
を
撮
る
」

写
真
家
と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
の
石
内
�
自
ら
が
、
第

と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
の
石
内
�
自
ら
が
、
第

も
呼
ば
れ
る
。
そ
の
石
内
�
自
ら
が
、
第

４
回
木
村
伊
兵
衛
賞
受
賞
作
を
含
む
初
期
三
部
作
か

ら
、
最
新
作
「
ひ
ろ
し
ま
」
に
至
る
ま
で
、
映
像
で

振
り
返
り
な
が
ら
作
�
に
つ
い
て
語
っ
た
。

�
月
�
日　

近
藤
良
平
�　

振
付
家
、
コ
ン
ド
ル
ズ
主
宰

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
�
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
ま
で
幅
広
い
分
野
で
活
躍
を
み
せ
る

か
た
わ
ら
、
コ
ン
ド

ル
ズ
主
宰
と
し
て
の

顔
も
合
わ
せ
待
つ
振

付
家
・
近
藤
良
平
�

が
、
「
“
振
り
付
け
”

と
い
う
遊
び
方
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
。
ダ
ン
ス
と
い

う
も
の
の
流
れ
を
解
説
し
つ
つ
、
近
藤
�
が
た
ず
さ

わ
っ
た
仕
事
の
数
々
や
ダ
ン
ス
に
対
す
る
考
え
方
を

魅
力
的
な
語
り
口
で
聞
か
せ
、
場
内
か
ら
は
笑
い
声

が
た
え
な
か
っ
た
。

�
月
12
日　

的
川
泰
宣 

�

独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究

開
発
�
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙

教
育
セ
ン
タ
ー
長

　

日
本
初
の
人
工
衛
星
「
お
お

す
み
」
の
打
ち
上
げ
、
ハ
レ
ー

彗
星
探
査
、
宇
宙
航
空
研
究
開

発
�
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
立
ち
上
げ
、
そ
し
て
昨
年

暮
れ
の
月
周
回
衛
星
「
か
ぐ
や
」
ま
で
…
。
日
本
の

宇
宙
開
発
の
導
き
手
と
し
て
、
数
々
の
�
史
的
場
面

に
立
ち
会
っ
て
き
た
的
川
泰
宣
�
が
「
“
宇
宙
”
が
ヒ

ト
の
心
に
火
を
つ
け
る
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
で

語
っ
た
。
映
像
資
料
を
も
と
に
人
び
と
の
宇
宙
へ
の

あ
こ
が
れ
、
国
際
宇
宙
開
発
に
お
け
る
成
功
と
挫
折

を
振
り
返
り
つ
つ
、
暖
か
み
の
あ
る
語
り
口
で
、
日

常
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
や
事
件
を
「
宇
宙
」
と
い
う

視
点
か
ら
眺
め
て
み
る
こ
と
を
問
い
か
け
た
。

　

ま
た
、
�
月

ま
た
、
�
月
26
日
に
は
料
理
家
、
随
筆
家
の
辰
巳

芳
子
�
、
７
月
�
日
に
も
、
芥
川
賞
受
賞
作
家
で
あ

り
シ
ン
ガ
ー
で
も
あ
る
川
上
未
映
子
�
と
千
野
帽
子

�
の
対
談
が
開
催
。
後
期
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
者

が
登
場
す
る
予
定
だ
。

N E W S

国
際
デ
�
イ
ン
会
�
、大
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕

�
�
精
華
大
学
が
ア
ジ
ア
初
の
事
務
局
校
を
務
め
る

N E W S

ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ア
ワ
ー
講
演
会

石
内
�
�
、
近
藤
良
平
�
、
辰
巳
芳
子
�
な
ど
、
豪
華
ゲ
ス
ト
が
続
々
登
場
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葵
祭
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
抜
擢

　

�
空
が
広
が
る
�
月

�
空
が
広
が
る
�
月
15
日
、
今
年
も
葵
祭
が

開
か
れ
た
。
真
っ
白
な
お
し
ろ
い
と
真
紅
の
唇
。

今
年
新
調
さ
れ
た
十
二
単
を
身
に
ま
と
い
、
腰

輿
（
お
よ
よ
）
に
乗
っ
て
い
た
の
が
、
第
53
代

斎
王
代
に
選
ば
れ
た
村
田
紫
帆
さ
ん
、
人
文
学

部
の
卒
業
生
だ
。

　

「
す
�
て
が
�
日
常
で
、
�
の
中
に
い
た
よ

「
す
�
て
が
�
日
常
で
、
�
の
中
に
い
た
よ

う
な
一
ヶ
月
で
し
た
。
一
生
に
一
度
の
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」
。

　

斎
王
代
に
選
ば
れ
た
重
み
、
影
�
力
は
、
彼

斎
王
代
に
選
ば
れ
た
重
み
、
影
�
力
は
、
彼

女
の
想
像
�
上
だ
っ
た
と
い
う
。
�
�
の
し
き

た
り
に
習
っ
て
挨
拶
に
ま
わ
っ
た
り
、
今
ま
で

縁
の
な
か
っ
た
報
道
記
者
た
ち
と
出
会
っ
た

り
。
童
女
役
の
子
ど
も
た
ち
が
「
お
ひ
め
さ
ん

と
一
緒
に
写
真
撮
り
た
い
」
と
集
ま
っ
て
き
た
。

　

そ
ん
な
村
田
さ
ん
の
普
�
の
顔
は
、
実
家
の

そ
ん
な
村
田
さ
ん
の
普
�
の
顔
は
、
実
家
の

『
菊
乃
井
』
の
若
女
将
。
社
長
で
あ
る
父
と
、

女
将
で
あ
る
母
の
サ
�
ー
ト
を
し
て
い
る
。「
た

い
し
た
こ
と
は
し
て
な
い
ん
で
す
。
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
す
る
だ
け
で
」
。
予
約
の
管
理
、

生
花
、
東
�
の
物
販
な
ど
を
担
当
し
、
若
女
将

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
�
年
に
な
る
。

　

精
華
は
懐
の
深
い
場
所

　

斎
王
代
、
�
�
料
理
�
の
若
女
将
の
顔
を
も

斎
王
代
、
�
�
料
理
�
の
若
女
将
の
顔
を
も

つ
村
田
さ
ん
だ
が
、
ま
わ
り
が
大
き
く
変
化
し

て
も
、
い
つ
も
等
身
大
の
自
分
の
感
じ
方
を
大

切
に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
学
生
時
代
に
「
自

分
ら
し
く
あ
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
意
識
し
た

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
精
華
で
体
験
し
た
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
タ
イ
の
古
着
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
安
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
買
い
、
「
ま
た
変
な
Ｔ

シ
ャ
ツ
着
て
る
」
と
友
人
に
笑
わ
れ
た
。

　

「
自
分
で
は
か
わ
い
い
と
思
っ
て
着
て
い
た

「
自
分
で
は
か
わ
い
い
と
思
っ
て
着
て
い
た

ん
で
す
（
笑
）
。
精
華
は
、
個
性
的
な
人
た
ち

を
受
け
入
れ
る
懐
が
深
い
。
み
ん
な
自
分
が
好

き
な
も
の
を
好
き
と
主
張
し
て
い
ま
し
た
。
か

と
い
っ
て
、
衝
突
も
し
な
い
し
、
否
定
も
し
な

か
っ
た
」
。

　

彼
女
は
小
さ
い
�
か
ら
『
も
の
づ
く
り
』
が

彼
女
は
小
さ
い
�
か
ら
『
も
の
づ
く
り
』
が

好
き
で
、
今
で
も
フ
ェ
ル
ト
生
地
を
使
っ
て
ス

ト
ラ
ッ
�
や
置
物
を
つ
く
っ
て
い
る
。
去
年
の

11
月
に
は
、
友
人
が
経
営
す
る
お
�
で
小
さ
な

個
展
を
開
い
た
。
「
ず
っ
と
も
の
を
つ
く
っ
て

い
た
い
。
精
華
で
出
会
っ
た
、
か
け
が
え
の
な

い
人
た
ち
と
、
ず
っ
と
友
達
で
い
た
い
で
す

ね
」
。

　

葛
藤
と
決
意

　

最
近
、
新
し
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
�
�
紙
や
資

最
近
、
新
し
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
�
�
紙
や
資

パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
�
�
紙
や
資

（
�
�
紙
や
資

材
の
選
択
、
�
�
の
方
法
な
ど
）
を
任
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
「
会
社
は
社
長
の
考
え
で
ま

わ
っ
て
い
る
の
で
、
私
が
こ
だ
わ
っ
て
い
い
部

分
と
、
譲
ら
な
あ
か
ん
部
分
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

自
分
の
代
に
な
っ
た
ら
、
自
分
の
�
ラ
ー
に
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
い
き
ま

す
」
と
微
笑
む
。

　

自
分
の
置
か
れ
る
環
境
を
ゆ
っ
く
り
と
受
け

自
分
の
置
か
れ
る
環
境
を
ゆ
っ
く
り
と
受
け

入
れ
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も
譲
れ
な
い
も
の
を

大
切
に
�
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
、
25
歳
の
彼
女

ら
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
決
意
だ
。

活
躍
す
る
卒
業
生

　

芸
術
選
奨
文
部
�
学
大
臣
新
人
賞
を
受
賞

　

�
画
�
�
の
卒
業
生
・
�
田
千
�
さ
ん
は
、

�
画
�
�
の
卒
業
生
・
�
田
千
�
さ
ん
は
、

ベ
ル
リ
ン
の
自
宅
で
そ
の
電
話
を
受
け
た
。
文

化
庁
が
主
催
す
る
『
芸
術
選
奨
文
部
�
学
大
臣

賞
』
の
美
術
部
門
新
人
賞
を
受
賞
し
た
と
い
う

知
ら
せ
だ
っ
た
。
「
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
学

芸
員
の
方
な
ど
、
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
人
た

ち
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
」
。

　

�
田
さ
ん
は
ベ
ル
リ
ン
を
�
点
に
活
動
す
る

�
田
さ
ん
は
ベ
ル
リ
ン
を
�
点
に
活
動
す
る

現
代
美
術
家
。
代
表
的
な
作
�
に
は
、
天
井
、
壁
、

床
に
ま
る
で
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う
に
黒
い
毛
糸
を

張
り
め
ぐ
ら
せ
、
そ
の
中
に
ベ
ッ
ド
を
置
い
た

作
�
や
、
泥
で
染
ま
っ
た
巨
大
な
ド
レ
ス
を
天

井
か
ら
吊
る
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
上
か
ら
シ

ャ
ワ
ー
が
伝
い
落
ち
る
作
�
な
ど
が
あ
る
。
ど

れ
も
が
大
規
模
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　

「
作
家
の
中
に
は
手
伝
っ
て
も
ら
う
の
が
イ

「
作
家
の
中
に
は
手
伝
っ
て
も
ら
う
の
が
イ

ヤ
な
人
も
い
る
し
、
私
も
最
初
は
そ
う
で
し
た
。

で
も
私
の
作

で
も
私
の
作
�
は
一
人
で
は
�
成
し
な
い
。
こ

�
は
一
人
で
は
�
成
し
な
い
。
こ

こ
ま
で
は
自
分
、
あ
と
は
任
せ
る
と
決
め
て
つ

く
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
」
。
数
々
の

受
賞
も
、
協
力
者
が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
と
感

じ
て
い
る
と
い
う
。

　

年
に
�
回
�
上
も
展
覧
会
を
し
た
学
生
時
代

　

学
生
時
代
か
ら
�
�
に
展
覧
会
を
開
い
て
い

学
生
時
代
か
ら
�
�
に
展
覧
会
を
開
い
て
い

た
彼
女
。
「
�
秋
館
や
７
�
館
の
�
ャ
ラ
リ
ー

７
�
館
の
�
ャ
ラ
リ
ー

の
�
ャ
ラ
リ
ー

で
、
年
に
�
回
く
ら
い
や
っ
て
ま
し
た
。
そ
れ

が
今
も
ず
っ
と
続
い
て
い
る
感
じ
」
だ
と
い
う
。

ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
と
き
も
２
週
間
後
に
は
展
覧

会
を
催
し
た
。
今
年
も
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で

催
し
た
。
今
年
も
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で

し
た
。
今
年
も
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で

開
い
て
い
る
。
絵
の
よ
う
に
描
き
た
め
る
と
い

う
こ
と
が
な
い
の
で
、
作
�
を
作
り
続
け
る
た

め
に
展
示
場
所
を
決
め
て
い
く
の
だ
そ
う
だ
。

「
こ
う
い
う
も
の
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
、
展
示
場
所
に
入
れ
て
い
く
ん
で
す
」
。

　

地
元
・
大
阪
で
個
展
を
開
催

　

そ
ん
な
彼
女
が
、
地
元
・
大
阪
で
個
展
を
開

そ
ん
な
彼
女
が
、
地
元
・
大
阪
で
個
展
を
開

く
。
国
立
国
際
美
術
館
で
の
『
精
神
の
呼
吸
』
だ
。

作
家
が
作
�
を
つ
く
る
と
き
の
精
神
の
呼
吸
を

伝
え
よ
う
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
�
年
前
か
ら
学

芸
員
の
方
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

開
催
を
目
前
に
ひ
か
え
、
毛
糸
を
手
に
作
�

開
催
を
目
前
に
ひ
か
え
、
毛
糸
を
手
に
作
�

の
仕
上
げ
を
す
る
彼
女
に
聞
い
て
み
た
。
糸
と

聞
い
て
み
た
。
糸
と

た
。
糸
と

い
う
素
材
を
使
う
意
味
と
は
？　

「
糸
に
興
味

を
も
っ
た
の
は
油
絵
の
延
長
。
空
間
に
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
す
る
感
覚
で
、
線
に
み
た
て
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
切
れ
た
り
、
か
ら
ま
っ
た
り
、
ほ

ど
け
た
り
、
心
の
動
き
に
似
て
い
る
と
感
じ
ま

す
」
。
彼
女
の
精
神
の
呼
吸
を
感
じ
ら
れ
る
個

展
に
な
り
そ
う
だ
。

【information】
『塩田千春　精神の呼吸』
７月１日～９月 15 日　
国立国際美術館　※本人
によるトークやライブ・
パフォーマンスなども予
定。詳細は、国立国際美
術館 Web サイト（http://
www.nmao.go.jp/）まで

人文学部人文学科卒業（201L264）「菊乃井」若女将／第53代斎王代　村田紫帆さん

塩田千春さん　美術学部造形学科洋画コース卒業（92P023）　現代美術家

活
躍
す
る
卒
業
生
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今
年
度
よ
り
マ
ン
ガ
学
部
の
客
員
教
授
に
就
任

し
た
竹
熊
先
生
の
連
続
講
義
は
全
�
回
で
、「
マ
ン
ガ

�
回
で
、「
マ
ン
ガ

回
で
、「
マ
ン
ガ

と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
間
に
」
と
�
さ
れ
て
開
催
。

第
１
回
の
初
日
は
「
�
ィ
ン
�
ー
・
マ
ッ
ケ
イ
の
人

１
回
の
初
日
は
「
�
ィ
ン
�
ー
・
マ
ッ
ケ
イ
の
人

回
の
初
日
は
「
�
ィ
ン
�
ー
・
マ
ッ
ケ
イ
の
人

の
初
日
は
「
�
ィ
ン
�
ー
・
マ
ッ
ケ
イ
の
人

日
は
「
�
ィ
ン
�
ー
・
マ
ッ
ケ
イ
の
人

と
業
績
」
と
�
し
、
漫
画
家
で
あ
り
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
作
家
で
あ
る
マ
ッ
ケ
イ
の
作
�
を
通
し
て
マ
ン

ガ
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
を
考
察
。
第
２
回
の

２
回
の
回
の

翌
日
は
「
�
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
を
ど
う
と
ら
え

る
か
」
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
軌

跡
を
見
な
が
ら
ア
ニ
メ
制
作

と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

の
本
質
に
つ
い
て
説
い
た
。

竹
熊
健
太
郎
先
生

マ
ン
ガ
学
部 

特
別
連
続
講
義

6
18・19

前
期
授
業
、
特
別
講
義
の
数
々

一
流
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
の
生
の
声
は
、
学
生
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
で
あ
り

は
げ
み
に
も
な
る
。
２
０
０
８
年
前
期
に
も
、
客
員
教
授
な
ど
に
よ
る
特
別
講
義
が

数
多
く
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
部
を
こ
こ
で
紹
介
す
る
。

【
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
日
高
敏
隆
（
動
物
行
動
�
者
）

【
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
北
川
フ
ラ
ム
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
）
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
� 

（
映
像
作
家
）

【
デ
�
�
�
�
�
�

デ
�
�
�
�
�
��
浅
葉
克
己
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）
�
�
�
�
�
（
ク
�
�
�
�
ィ
�
デ
ィ
レ

�
�
�
�
�
（
ク
�
�
�
�
ィ
�
デ
ィ
レ

�
�
�
�
（
ク
�
�
�
�
ィ
�
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）
�
タ
�
�
�
�
�
（
�
�
�
家
�
映
像

�
タ
�
�
�
�
�
（
�
�
�
家
�
映
像

タ
�
�
�
�
�
（
�
�
�
家
�
映
像

作
家
）
�
�
�
敏
�
（
ク
�
�
�
�
ィ
�
デ
ィ
レ

�
�
�
敏
�
（
ク
�
�
�
�
ィ
�
デ
ィ
レ

�
�
敏
�
（
ク
�
�
�
�
ィ
�
デ
ィ
レ

ク
�
�
�
�
ィ
�
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）
�
�
�
�
�
（
�
�
�
家
）
�
ア
�
�

）
�
�
�
�
�
（
�
�
�
家
）
�
ア
�
�

�
�
�
�
�
（
�
�
�
家
）
�
ア
�
�

�
�
�
�
（
�
�
�
家
）
�
ア
�
�

�
ア
�
�

ア
�
�

ス
ト
・
�
�
ッ
ロ
（
デ
�
�
�
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
��

堀
木
�
�
�
（
和
紙
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
��

�
�
ケ
ル
・
ロ
ッ
ト
�
デ
ィ
（
建
築
家
）
�
�
�

�
�
�
�
� 

清
（
建
築
家
）

【
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
村
上
も
と
か
（
�
�
�
家
）
�
�
�
��

岡
正
�
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
�
�
科
）
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

季
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
�
監
督
）
�
�
�
�
�
�
（
ア

�
�
�
�
�
�
（
ア

�
�
�
�
�
（
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
�
監
督
）
�
�
�
�
�
（
�
�
者
）

�
�
�
�
�
（
�
�
者
）

�
�
�
�
（
�
�
者
）

２
０
０
８
年
度

�
�
精
華
大
学
客
員
教
授
一
覧

　

「
日
本
語
と
デ
�
イ
ン
」
に
関
し
て
講
義
。
�
�

「
日
本
語
と
デ
�
イ
ン
」
に
関
し
て
講
義
。
�
�

の
言
語
と
比
較
し
つ
つ
、
日
本
語
が
“
文
字
”
を
話

し
“
文
字
”
を
聞
く
言
語
で
あ
る
と
い
う
事
を
解
説
。

ま
た
、
近
年
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
�
さ
れ
て
い
る
和
の
デ

�
イ
ン
は
、
漢
字
・

平
仮
名
・
片
仮
名
の

�
つ
の
“
文
字
”
か
ら

つ
の
“
文
字
”
か
ら

な
る
“
日
本
語
”
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
事
な
ど
、

デ
�
イ
ン
と
日
本
語

の
関
連
性
を
語
っ
た
。

石
川
九
楊
先
生

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
�
イ
ン
学
� 

特
別
講
義

513
　

２
０
０
９
年
度
に
総
合
人
文
学
�
と
し
て
新
た
な

２
０
０
９
年
度
に
総
合
人
文
学
�
と
し
て
新
た
な

年
度
に
総
合
人
文
学
�
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
き
る
人
文
学
部
の
改
組
を
記
念
し
て
の

講
演
会
。「
表
現
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
作
家
で
あ
る
オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク
�
が
講

演
。
パ
ム
ク
�
は
、

「
内
�
さ
れ
た
作
者
」

と
い
う
も
の
に
関
し

て
ト
ル
コ
語
で
朗
読

し
、
本
学
の
教
員
か

ら
の
質
疑
に
も
快
く

返
答
し
た
。。 人

文
学
部
改
組
記
念
講
座

オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク
�
講
演
会

519

　

本
学
客
員
教
授
・
山
本
容
子
先
生
に
加
え
、
東
�

藝
術
大
学
の
講
師
で
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
で
も

あ
る
中
野
竜
志
�
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
の
特
別
講

義
。
下
絵
も
エ
ッ
�
ン
グ
で
手
掛
け
て
い
る
と
い
う

山
本
先
生
の
作
�
制
作

風
景
�
Ｔ
�
に
続
き
、

�
Ｔ
�
に
続
き
、

に
続
き
、

中
野
�
に
よ
る
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
制
作
方
法
の

�
Ｔ
�
お
よ
び
解
説
な

お
よ
び
解
説
な

ど
。
学
生
た
ち
は
興
味

深
く
映
像
に
見
入
っ
て

い
た
。

山
本
容
子
先
生

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
�
イ
ン
学
� 

特
別
講
義

522
　

石
岡
正
人
先
生
が
担
当
す
る
の
は
、

す
る
の
は
、

る
の
は
、
12
月
ま
で
続

く
「
映
像
制
作
特
別
実
習
」
。
こ
の
日
は
２
度
目
の

２
度
目
の

度
目
の

授
業
日
で
、
学
生
た
ち
は
�
�
と
に
分
か
れ
、
シ
ナ

、
学
生
た
ち
は
�
�
と
に
分
か
れ
、
シ
ナ

学
生
た
ち
は
�
�
と
に
分
か
れ
、
シ
ナ

リ
オ
制
作
の
際
に
、
一
場
面
�
と
の
設
定
や
要
点
を

設
定
や
要
点
を

要
点
を

書
き
込
む
「
箱
書
き
」
を
制
作
し
、
発
表
し
た
。
石

し
た
。
石
。
石

岡
先
生
は
、
�
ロ
の
視
点
か

ら
学
生
た
ち
の
作
�
に
厳
し

い
意
見
や
指
摘
を
し
な
が
ら

も
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
よ
く

な
る
か
細
や
か
に
ア
ド
バ
イ

ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
た
。

さ
れ
た
。 石

岡
正
人
先
生

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
� 
映
像
制
作
特
別
実
習

69

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
１
・
２
年
生
に
向
け
て

１
・
２
年
生
に
向
け
て

・
２
年
生
に
向
け
て

２
年
生
に
向
け
て

年
生
に
向
け
て

行
わ
れ
た
今
回
の
講
義
。
客
員
教
授
の
り
ん
た
ろ
う

先
生
は
、
大
学
生
活
の
４
年
間
で
今
後
の
方
向
性
を

４
年
間
で
今
後
の
方
向
性
を

年
間
で
今
後
の
方
向
性
を

決
め
て
い
け
る
、
ア
ニ
メ
を
観
る
側
か
ら
創
る
側
に

な
る
の
だ
と
学
生
を
激
励
し
た
後
、
自
身
が
今
制
作

中
だ
と
い
う
�
�
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
�
ロ
モ
ー
シ

�
�
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
�
ロ
モ
ー
シ

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
�
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
�
Ｔ
�
を
�
映
。
日
本
が
得
意
と
す
る
ア
ニ
メ

�
Ｔ
�
を
�
映
。
日
本
が
得
意
と
す
る
ア
ニ
メ

を
�
映
。
日
本
が
得
意
と
す
る
ア
ニ
メ

に
お
け
る
情
感
表
現
を
、
�
�
ア

�
�
アア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
も
挑
戦
し
、
新

し
い
世
界
を
持
っ
た
日
本
独
自
の

�
�
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
方
向
性

を
示
し
た
い
と
語
っ
た
。

っ
た
。
た
。

り
ん
た
ろ
う
先
生

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
� 

特
別
講
義

610
　

は
じ
め
て
顔
を
あ
わ
せ
る
１
年
生
の
た
め
に
と
、

１
年
生
の
た
め
に
と
、

年
生
の
た
め
に
と
、

自
身
の
�
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
近
況
を
交
え
て
饒
舌
に
語

っ
た
タ
ナ
�
�
ツ
キ
先
生
。
新
し
い
こ
と
が
ど
ん
ど

ん
巻
き
起
こ
る
と
こ
ろ
が
デ
�
イ
ン
の
面
白
い
と
こ

ろ
だ
と
い
う
。
�
体
に
よ
っ
て
表
現
を
変
え
る
か
と

い
う
。
�
体
に
よ
っ
て
表
現
を
変
え
る
か
と

�
体
に
よ
っ
て
表
現
を
変
え
る
か
と

の
問
い
に
「
新
し
い
も
の
は
使
っ
た
方
が
い
い
と
思

う
が
、
根
本
的
な
部
分
は
一
緒
な
の
で
変
わ
ら
な
い

し
変
え
ら
れ
な
い
。
普
�
の
遊
び
の
中
や
生
活
の
中

か
ら
、
マ
ン
ガ
や
イ
ラ
ス
ト

や
Ｃ
Ｇ
と
い
っ
た
様
々
な
ク

Ｃ
Ｇ
と
い
っ
た
様
々
な
ク

と
い
っ
た
様
々
な
ク

リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

る
」
と
返
答
し
た
。

タ
ナ
�
�
ツ
キ
先
生

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
�
イ
ン
学
� 

特
別
講
義

612
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理
事
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

片
桐　

充

�
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

島
�　

浣

専
務
理
事
・
常
務
理
事
（
企
�
担
当
）
│

 

赤
坂　

博

常
務
理
事
・
副
�
長
（
教
�
担
当
）
│

 

吉
� 

康
�

常
務
理
事
・
副
�
長
（
�
生
担
当
）
│ 

葉
�　

勉

常
務
理
事
（
総
務
担
当
）
│
│
│
│
上
々
手 

良
�

理
事 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
杉
� 

貞
�

理
事 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
佐
藤 

茂
雄

理
事 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
木
村 

政
雄

理
事 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
熊
田 

泰
�

監
事 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

㟢
�� 

昌
�
郎

監
事 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
中
村 

善
治

監
事 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
位
ノ
花 

�
�

�
�
�
�
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
佐
川 

晃
司

デ
�
�
�
�
�
長 

│
│
│
│
│
│
│
�
谷 

昌
順

�
�
�
�
�
長 

││
│
│
│
│
（
新
任
））

竹
宮 

惠
�

�
�
�
�
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
鷲
尾 

圭
司

大
�
院
�
�
研
究
科
長 

│
│
│
│
│
新
� 

清
�

大
�
院
�
�
�
研
究
科
長
│
│
│
│

斎
藤　

光

�
長
室
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

�
田　

涼

教
務
�
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
髙
橋 

伸
�

�
生
�
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
池
垣 

禎
�

入
�
�
長 
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

栗
巣　

満

国
際
交
流
室
長 
│
│
│
│
│
│
│
│
小
� 

敏
宏

情
報
館
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
（
兼
任
））

島
� 

 

浣

就
職
�
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

髙
橋　

勇

企
�
室
長 

││
│
│
│
│
│
│
（
新
任
））

関
口 

正
春

広
報
�
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
福
岡 

正
藏

財
務
�
長
�
情
報
管
理
�
長 

│
（
兼
任
））

上
々
手 

良
�

総
務
�
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
有
田 

好
�

表
現
研
究
機
構
代
表 

││
│
（
兼
任
））

中
尾 

ハ
ジ
メ

環
境
ソ
�
ュ
ー
シ
ョ
�
研
究
機
構

　

代
表
代
表 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
�
田 

國
廣
│

京
都
国
際
�
�
�
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

館
長
館
長 

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
養
老 

孟
司

京
都
国
際
�
�
�
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

事
務
�
長

事
務
�
長
│
│
│
│
│
│
│
│
│
上
田 

修
三

芸

術

学

部

【
造
形
学
�
】

吉
野 

央
子
（
立
体
造
形
コ
ー
ス 

准
教
授
）

宮
永 

甲
太
郎
（
陶
芸
コ
ー
ス 
講
師
）

牧
野 

浩
紀
（
版
画
コ
ー
ス 

講
師
）

デ
�
イ
ン
学
部

【
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
�
イ
ン
学
�
】

角
谷 

和
好

　
（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
コ
ー
ス

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
コ
ー
ス 

教
授
）

中
尾　

博

　
（
�
�
ス
�
�
ー
�
�
�
コ
ー
ス

（
�
�
ス
�
�
ー
�
�
�
コ
ー
ス 

教
授
）

黒
須 

美
彦

　
（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

客
員
教
授
）

【
�
ロ
ダ
ク
ト
デ
�
イ
ン
学
�
】

安
藤 

眞
吾

　
（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
コ
ー
ス

（
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
コ
ー
ス

コ
ー
ス 

教
授
）

【
建
築
学
�
】

マ
�
ケ
�
・
�
�
�
�
�
�

　
（
�
�
�
�

（
�
�
�
� 

客
員
教
授
）

安
井　

清
（
�
�
�
� 

客
員
教
授
）

マ

ン

ガ

学

部

【
マ
ン
ガ
学
�
】

Ｇ
Ｍ
・
ス
�
�
�

・
ス
�
�
�

ス
�
�
�

　
（
�
ー
�
�
ー
�
コ
ー
ス

（
�
ー
�
�
ー
�
コ
ー
ス 

教
授
）

【
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
�
】

野
村 

誠
司（
�
ニ
メ
ー
�
�
�
コ
ー
ス 

准
教
授
）

川
辺 

真
司
（
�
ニ
メ
ー
�
�
�
コ
ー
ス 

講
師
））

石
岡 

正
人（
�
ニ
メ
ー
�
�
�
�
� 

客
員
教
授
）

呉　

智
英
（
マ
�
ガ
�
部 

客
員
教
授
）

竹
熊 

健
太
郎
（
マ
�
ガ
�
部 

客
員
教
授
）

中
野 

晴
行
（
マ
�
ガ
�
部 

客
員
教
授
）

事
務
局

新
家 

聖
悟
（
経
理
課
）

西
川 

朋
子
（
就
職
課
）

三
浦 

茂
治
（
総
務
課
）

山
本 

裕
也
（
教
育
推
進
セ
�
�
ー
）

黒
澤 

正
一
（
人
文
�
部　

環
境
社
会
�
�
）

村
田 

麻
里
子

　
（
人
文
�
部　

社
会
メ
�
�
�
�
�
）

（
人
文
�
部　

社
会
メ
�
�
�
�
�
）

村
上 

泰
造
（
芸
術
�
部　

立
体
造
形
）

川
崎 

千
足
（
芸
術
�
部　

陶
芸
）

黒
崎　

彰
（
芸
術
�
部　

版
画
）

松
野 

潔
子
（
芸
術
�
部　

外
国
語
�
目
）

コ
�
ノ 

ユ
マ
（
�
�
�
�
�
部　

�
�
）

牧
野 

圭
一（
マ
�
ガ
�
部　

ス
�
ー
�
ー
マ
�
ガ
）

ペ
�
・
ヴ
�
�
�
�

　
（
マ
�
ガ
�
部　

�
ー
�
�
ー
�
）

（
マ
�
ガ
�
部　

�
ー
�
�
ー
�
）

石
川 

伸
晃
（
教
育
推
進
セ
�
�
ー
）

佐
藤 

正
幸
（
図
書
情
報
課
）

田
中 

岳
（
教
育
推
進
セ
�
�
ー
）

藤
井 

義
昭
（
事
務
局　

就
職
課
）

２
０
０
８
年
４
月
か
ら

�
�
に
新
任
し
�
教
職
員
の
方
々
で
す
。

２
０
０
８
年
度

新
任
教
職
員

以
下
の
教
職
員
の
方
々
が

２
０
０
７
年
度
で
退
職
さ
れ
ま
し
�
。

２
０
０
７
年
度

退
職
教
職
員

２
０
０
８
年
度
の
大
�
�
職
者
�

８
年
度
の
大
�
�
職
者
�

年
度
の
大
�
�
職
者
�

以
下
の
と
お
�
。

２
０
０
８
年
度

大
学
人
事
体
制



K I N O  P R E S S
K Y O T O  S E I K A  U N I V E R S I T Y

資産の部
科　目		 本年度末	 前年度末	 増　減

固定資産	 22,914,128	 22,741,707	 	172,421
　有形固定資産	 18,787,501	 19,222,263			 △ 434,762
	 	 土地	 4,068,855	 4,068,855	 0	
	 	 建物	 11,754,271	 12,164,224	 △ 409,953
	 	 構築物	 619,980	 656,734	 △ 36,754
	 	 教育研究用機器備品	 1,289,566	 1,291,307	 △	1,741
	 	 その他の機器備品	 47,411	 49,056	 △	1,645
	 	 図書	 1,002,515	 986,925	 	15,590
	 	 車輌	 4,902	 5,162	 △	260
　その他の固定資産	 4,126,627	 3,519,444	 	607,183
	 	 電話加入権	 3,566	 3,566	 	0
	 	 有価証券	 2,978,894	 2,378,058	 	600,835
	 	 長期貸付金	 534,080	 527,703	 	6,377
	 	 退職給与引当特定資産	 448,950	 448,950	 	0
	 	 第３号基本金引当資産	 150,000	 150,000	 	0
	 	 保証金	 11,137	 11,166	 △	29
流動資産	 4,586,134	 4,468,139	 	117,995
	 	 現金預金	 4,049,887	 3,525,533	 	524,354
	 	 未収入金	 269,053	 681,255	 △	412,202
	 	 貯蔵品	 6,112	 5,812	 	299
	 	 短期貸付金	 18,403	 14,719	 	3,684
	 	 有価証券	 201,758	 201,055	 	703
	 	 立替金	 10,066	 5,140	 	4,926
	 	 前払金	 30,837	 34,625	 △	3,788
	 	 仮払金	 20	 0	 	20
資産の部合計	 27,500,262	 27,209,846	 	290,416

資金収支計算書	 （単位：千円）

負債の部	 	
科　目		 本年度末	 前年度末	 増　減

固定負債	 3,528,438	 3,530,113	 △	1,676
	 	 長期借入金	 2,682,700	 2,899,190	 △	216,490
	 	 退職給与引当金	 845,738	 630,923	 	214,814
流動負債	 2,170,733	 2,189,413	 △	18,681
	 	 短期借入金	 216,490	 241,320	 △	24,830
	 	 未払金	 79,395	 131,893	 △	52,498
	 	 前受金	 1,677,003	 1,633,408	 	43,594
	 	 預り金	 197,845	 182,792	 	15,053
負債の部合計	 5,699,170	 5,719,527	 △	20,357
基本金の部
科　目		 本年度末	 前年度末	 増　減

	第 1 号基本金	 24,274,667	 23,873,477	 	401,190
	第 2 号基本金	 0	 0	 	0
	第 3 号基本金	 150,000	 150,000	 	0
	第 4 号基本金	 446,000	 387,000	 	59,000
基本金の部合計	 24,870,667	 24,410,477	 	460,190
消費収支差額の部
科　目		 本年度末	 前年度末	 増　減

翌年度繰越消費支出超過額	 3,069,574	 2,920,157	 △	149,417
消費収支差額の部合計	 △	3,069,574	 △	2,920,157	 △	149,417
科　目		 本年度末	 前年度末	 増　減

負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計	 27,500,262	 27,209,846	 	290,416

二
〇
〇
七
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

二
〇
〇
七
年
度
の
�
�
�
入
は
約
七
一
�
�
で
し
た
。

二
〇
〇
七
年
度
の
�
�
�
入
は
約
七
一
�
�
で
し
た
。

こ
の
う
ち
学
生
納
付
金
は
約
七
九
�
を
�
め
て
い
ま
す
。

約
七
九
�
を
�
め
て
い
ま
す
。

七
九
�
を
�
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
か
ら
五
�
館
日
本
画
実
習
室
の
窓
�
補
強
工

事
、
本
館
建
替
え
に
伴
う
事
務
局
仮
移
転
関
連
の
改
修
工

事
、
五
・
七
�
館
排
水
処
理
設
備
新
設
等
で
約
一
�
�
の

施
設
関
係
支
出
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
情
報
館
の
第
二
次

整
備
事
業
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
�
の
ス
タ
ジ
オ
�
器
設

置
、
黎
明
館
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室
の
�
器
更
新
、
そ
の
他
経
常

的
な
図
書
・
備
�
�
実
等
で
約
二
�
一
千
万
�
の
設
備
関

係
支
出
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
含
め
、
大
学
の
基
本

財
産
取
得
等
に
関
わ
る
基
本
金
組
入
額
は
四
�
六
千
万
�

と
な
り
ま
し
た
。

　

消
費
支
出
（
人
件
費
・
経
費
等
）
は
約
六
�
�
�
と
な

�
�
�
と
な

�
�
と
な

り
、
消
費
�
支
は
約
一
�
五
千
万
�
の
支
出
超
過
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
累
積
消
費
支
出
超
過
額
は
お
よ
そ

三
十
�
七
千
万
�
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
自
己
資
金
率
は
〇
．
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
微
�
で

三
パ
ー
セ
ン
ト
の
微
�
で

パ
ー
セ
ン
ト
の
微
�
で

七
九
．
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
〇
�
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

二
〇
〇
�
年
度
に
「
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
」
の
中

創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
」
の
中

四
十
周
年
記
念
事
業
」
の
中

核
事
業
と
し
て
、
�
朽
化
し
た
本
館
の
�
床
建
替
え
工
事

を
行
い
ま
す
。
工
事
費
の
う
ち
、
六
�
一
千
万
�
は
借
入

金
に
よ
り
調
達
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
二
〇
〇
九
年
度
に

誕
生
す
る
「
総
合
人
文
学
�
」
の
広
報
や
、
教
育
研
究
活

動
の
海
外
展
開
等
を
行
い
ま
す
。
単
年
度
の
消
費
�
支
は

基
本
財
産
取
得
に
関
わ
る
基
本
金
組
入
等
を
含
み

七
�
一
千
万
�
程
度
の
支
出
超
過
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

�
入
に
つ
い
て
は
、
学
費
の
改
定
の
一
方
で
補
助
金
獲

得
や
受
託
事
業
等
に
よ
っ
て
外
部
資
金
を
導
入
し
、
�
�

と
教
育
研
究
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
四
十
周

年
寄
付
金
と
し
て
一
�
�
を
計
上
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ

き
ま
し
て
は
皆
様
の
�
支
援
を
受
け
賜
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

二
〇
〇
九
年
度
�
降
は
単
年
度
�
支
を
で
き
る
だ
け
早

期
に
黒
字
回
復
し
、
教
育
活
動
の
�
実
と
と
も
に
財
政
の

安
定
化
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

2007（平成19）年度
2007（平成19）年	4月	1日から2008（平成20）年	3月31日まで

2008（平成20）年度
2008（平成20）年4月1日から2009（平成21）年3月31日まで

貸借対照表
2008（平成20）年	3月31日現在 （単位：千円）

消費収入の部
科　目	 金　額

学生納付金	 5,600,053
手数料	 87,049
寄付金	 36,338
補助金	 887,787
資産運用収入	 69,532
資産売却差額	 2,174
事業収入	 232,528
雑収入	 180,508
帰属収入合計	 7,095,969
基本金組入額合計	 △	460,190
消費収入の部合計	 6,635,779
消費支出の部
科　目	 金　額

人件費	 3,521,258
教育研究経費	 2,331,360
管理経費	 809,704
借入金等利息	 81,878
資産処分差額	 28,456
徴収不能額	 12,539
消費支出の部合計	 6,785,196
当年度消費支出超過額	 149,417
前年度繰越消費支出超過額	 2,920,157
翌年度繰越消費支出超過額	 	3,069,574

消費収支計算書	 （単位：千円）

収入の部
科　目	 金　額

学生納付金収入	 5,825,738
手数料収入	 87,300
寄付金収入	 100,000
補助金収入	 835,370
資産運用収入	 76,773
資産売却収入	 499,500
事業収入	 266,732
雑収入	 162,135
借入金等収入	 612,000
前受金収入	 1,572,000
その他の収入	 349,638
資金収入調整勘定	 △	1,950,003
前年度繰越支払資金	 4,049,887
収入の部合計	 12,487,071
支出の部
科　目	 金　額

人件費支出	 3,588,490
教育研究経費支出	 1,554,994
管理経費支出	 779,009
借入金等利息支出	 74,565
借入金等返済支出	 216,490
施設関係支出	 1,474,286
設備関係支出	 352,815
資産運用支出	 1,000,000
その他の支出	 150,395
予備費	 100,000
資金支出調整勘定	 △	158,837
次年度繰越支払資金	 3,354,863
支出の部合計	 12,487,071

資金収支予算書	 （単位：千円）

消費収入の部
科　目	 金　額

学生納付金	 5,825,738
手数料	 87,300
寄付金	 105,000
補助金	 835,370
資産運用収入	 76,773
資産売却差額	 500
事業収入	 266,732
雑収入	 162,135
帰属収入合計	 7,359,548
基本金組入額合計	 △	959,000
消費収入の部合計	 6,400,548
消費支出の部
科　目	 金　額

人件費	 3,608,200
教育研究経費	 2,286,994
管理経費	 848,009
借入金等利息	 74,565
資産処分差額	 178,900
徴収不能額	 15,000
予備費	 100,000
消費支出の部合計	 7,111,668
当年度消費支出超過額	 711,120
前年度繰越消費支出超過額	 3,069,574
翌年度繰越消費支出超過額	 	3,780,694

消費収支予算書	 （単位：千円）

収入の部
科　目	 金　額

学生納付金収入	 5,600,053
手数料収入	 87,049
寄付金収入	 31,815
補助金収入	 887,787
資産運用収入	 69,532
資産売却収入	 427,036
事業収入	 232,528
雑収入	 180,508
前受金収入	 1,677,003
その他の収入	 755,567
資金収入調整勘定	 △	1,902,461
前年度繰越支払資金	 3,525,533
収入の部合計	 11,571,950
支出の部
科　目	 金　額

人件費支出	 3,306,444
教育研究経費支出	 1,655,756
管理経費支出	 741,534
借入金等利息支出	 81,878
借入金等返済支出	 241,320
施設関係支出	 103,678
設備関係支出	 213,839
資産運用支出	 1,042,127
その他の支出	 223,402
資金支出調整勘定	 △	87,916
次年度繰越支払資金	 4,049,887
支出の部合計	 11,571,950

（単位：千円）

◆木野通信45号に以下の誤植がございました。お詫びして訂正します。

7ページ　2006年度消費収支計算書　消費支出の部　当年度消費収入超過額→当年度消費支出超過額



K I N O  P R E S S
K Y O T O  S E I K A  U N I V E R S I T Y

　

今
年
度
、
本
館
の
�
朽
化
に
と
も
な
う
建
替
工
事

今
年
度
、
本
館
の
�
朽
化
に
と
も
な
う
建
替
工
事

、
本
館
の
�
朽
化
に
と
も
な
う
建
替
工
事

に
よ
り
、
事
務
局
が
対
峰
館
１
�
お
よ
び
明
窓
館
に

１
�
お
よ
び
明
窓
館
に

�
お
よ
び
明
窓
館
に

移
転
し
て
お
り
ま
す
。
郵
送
先
・
電
話
番
�
・
�
Ａ
�
Ａ

Ｘ
番
�
・
�

番
�
・
��̶

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
等
に
変
更
は
�
ざ
い
ま
せ

等
に
変
更
は
�
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
�
訪
問
の
際
な
ど
に
は
�
注
意
く
だ
さ
い
。

皆
様
に
は
�
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
�
理
解
、

�
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木野通信　第46号　2008年7月15日発行

　

�
�
精
華
大
学
�
�
�
サ
イ
ト
の
各
学
部
ト
ッ
�

�
�
精
華
大
学
�
�
�
サ
イ
ト
の
各
学
部
ト
ッ
�

�
�
�
サ
イ
ト
の
各
学
部
ト
ッ
�

サ
イ
ト
の
各
学
部
ト
ッ
�

ペ
ー
ジ
に
、
コ
ー
ス
�
と
の
�
�
�
サ
イ
ト
へ
の
リ

�
�
�
サ
イ
ト
へ
の
リ

サ
イ
ト
へ
の
リ

ン
ク
が
続
々
と
�
え
て
き
て
い
ま
す
。
�
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
教
員
紹
介
の
ほ
か
、
授
業
の
様
子
に
触
れ
た
ブ

ロ
グ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
盛
り
こ
ま
れ
て
お

り
、
各
コ
ー
ス
が
持
つ
独
自
の
空
気
を
よ
り
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
�

閲
覧
く
だ
さ
い
。

　

�
�
精
華
大
学
表
現
研
究
�
構
よ
り
、
研
究
報
�

�
�
精
華
大
学
表
現
研
究
�
構
よ
り
、
研
究
報
�

集
『
�
ピ
ュ
ラ
ー
�
ル
�
ャ
ー
研
究
』
第
１
�
�
�
、

１
�
�
�
、

�
�
�
、

�
�
、
�
、

雑
誌
『
表
現 

H
u
m
a
n
 
C
o
n
t
a
c
t

』
第
２
�
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

『
�
ピ
ュ
ラ
ー
�
ル
�
ャ
ー
研
究
』
は
４
月
に
�

『
�
ピ
ュ
ラ
ー
�
ル
�
ャ
ー
研
究
』
は
４
月
に
�

�
同
時
に
刊
行
。
表
現
研
究
�
構
の
研
究
�
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
�
ピ
ュ
ラ
ー
�
ル
�
ャ
ー

研
究
会
」
の
２
０
０
７
年
度
の
研
究
成
果
の
報
�
書

２
０
０
７
年
度
の
研
究
成
果
の
報
�
書

年
度
の
研
究
成
果
の
報
�
書

で
、
研
究
内
容
や
デ
ィ
ス
�
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
な
ど

が
�
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
�
の
テ
ー
マ
は
、
第
１１

�
「
�
フ
ェ
」
、
第
２
�
「
�
タ
ロ
グ
」
、
第
�
�
「
私

２
�
「
�
タ
ロ
グ
」
、
第
�
�
「
私

�
「
�
タ
ロ
グ
」
、
第
�
�
「
私

�
�
「
私

�
「
私

た
ち
は
な
ぜ
�
�
援
�
す
る
の
か
？
」
。
今
年
度
も

�
�
援
�
す
る
の
か
？
」
。
今
年
度
も

�
援
�
す
る
の
か
？
」
。
今
年
度
も

�
す
る
の
か
？
」
。
今
年
度
も

す
る
の
か
？
」
。
今
年
度
も

連
続
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
研

究
�
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
会
報
�
書
も
刊
行
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
�
ピ
ュ
ラ
ー
�
ル
�
ャ
ー
研
究
の
果
た
す

ま
た
、
�
ピ
ュ
ラ
ー
�
ル
�
ャ
ー
研
究
の
果
た
す

役
割
を
広
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

『
表
現 

H
u
m
a
n
 
C
o
n
t
a
c
t

』
で
は
、
�
ピ
ュ
ラ
ー
�

ル
�
ャ
ー
に
お
け
る
「
表
現
」
を
テ
ー
マ
に
、
研
究

レ
�
ー
ト
や
コ
ラ
ム
、
評
論
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現

を
通
し
て
�
ピ
ュ
ラ
ー
�
ル
�
ャ
ー
に
接
近
す
る
こ

と
を
試
み
て
い
ま
す
。
�
月
に
発
行
さ
れ
た
第
２
�
２
��

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
「
見
る
美
術
←
→
見
ら
れ
る
美

術
」
。
第
60
回
�
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
に
て
「
殯

も
が
り

の
森
」

で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
河
瀬
直
美
監
督
を
は

じ
め
、
マ
ン
ガ
批
評
家
の
夏
目
房
之
介
�
、
本
学
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
�
教
員
で
も
あ
る
杉
井
�
サ
ブ
ロ

ー
先
生
な
ど
、
多
数
の
著
名
人
が
連
載
を
持
ち
、
読

み
�
え
の
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
コ
ー
ス
の
�
�
�
サ
イ
ト
が

�
�
�
サ
イ
ト
が

サ
イ
ト
が

続
々
と
�
成　

今年、京都精華大学������年�������������年�、������年�������������年�、�����年�������������年�、����������年�、��������年�、

さ�ざ�な�年��事業�計画してい���9〜12月��アーティ

スト�招いたイベント、展覧会、��誌�出版なども予定�卒業

生や在学生、教職員�もちろん本学�関わる��て�人々��憶

�残るも��と考�てい���つ��して�、今後1�年、2�年と

続く展望�込め、ご寄付�ご協力�お願いしてお����寄付�お����寄付����寄付�

�一口一����������関して��������お��寄一����������関して��������お��寄����������関して��������お��寄������関して��������お��寄�����関して��������お��寄

せください���寄付��つ��して�、文部科学省���特定

公益増進法人�ある�と�証明書��交付�受けてい����、

所得��税�控除�受ける�とが�����

���お問合せや�����お��寄せ�、京都精華大学企画室

（�75-7�2-52�1）��お願いいたし���

創 立 40 周 年 記 念 事 業

に 関 す る 募 金 の お 願 い

本
館
建
替
工
事
に
関
し
て

表
現
研
究
�
構
よ
り
『
�
ピ
ュ
ラ
ー
�
ル
�
ャ
ー
研
究
』
『
表
現 

H
u
m
a
n
 
C
o
n
t
a
c
t

』
刊
行

　

�
�
精
華
大
学
情
報
館
が
編
集
・
発
行
す
る
ワ
ン

�
�
精
華
大
学
情
報
館
が
編
集
・
発
行
す
る
ワ
ン

テ
ー
マ
マ
ガ
ジ
ン
、
『
Ｋ
�
Ｎ
�
』
の
第
７
�
が
好

Ｋ
�
Ｎ
�
』
の
第
７
�
が
好

』
の
第
７
�
が
好

評
発
売
中
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
21
世
紀
の
マ

ン
ガ
�
コ
ミ
ッ
ク
雑
誌
の
消
�
す
る
日
�
」
。
高
�

�
コ
ミ
ッ
ク
雑
誌
の
消
�
す
る
日
�
」
。
高
�

コ
ミ
ッ
ク
雑
誌
の
消
�
す
る
日
�
」
。
高
�

�
」
。
高
�

」
。
高
�

ツ
ト
ム
�
や
松
本
次
郎
�
な
ど
の
人
気
作
家
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
加
え
、
“
21
世
紀
の
マ
ン
ガ
・
ベ
ス
ト

60
”
お
よ
び
、
“
21
世
紀
の
携
帯
マ
ン
ガ
・
ベ
ス
ト

15
”
も
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
今
後
の
マ
ン
ガ
界
を
知

て
、
今
後
の
マ
ン
ガ
界
を
知

、
今
後
の
マ
ン
ガ
界
を
知

る
た
め
に
は
必
読
の
１
冊
。
『
Ｋ
�
Ｎ
�
』
は
全
国

１
冊
。
『
Ｋ
�
Ｎ
�
』
は
全
国

冊
。
『
Ｋ
�
Ｎ
�
』
は
全
国

Ｋ
�
Ｎ
�
』
は
全
国

』
は
全
国

有
名
書
�
で
発
売
中
。
購
読
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
河
出
書
房
新
社
ま
で
。

『
Ｋ
�
Ｎ
�
』
好
評
発
売
中

Ｋ
�
Ｎ
�
』
好
評
発
売
中

』
好
評
発
売
中
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